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様々なレベルの通訳コースにおける同時通訳の導入と訓練
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IV-2. 会議通訳者（Conference Interpreter）と同時通訳者（Simultaneous Interpreter）
IV-2-i. 同時通訳者
日本通訳学会第 1 回大会が 2000 年に開催された際，西山千氏が記念講演 「二カ国語の
間（はざま）」 と題した記念講演を行った。日本通訳学会編集部が作成した講演の記録には，






























































れた 2008 年に，3 レベル 3 クラス，約 20 名でスタートした北海道通訳アカデミーは，筆
者が現在もカリキュラム・シラバス・教材作成を行い，不定期で授業を担当するが，現在
は 5 レベル 9 クラス，約 130 名に増加しており，需要の高まりに応えて，2016 年度から

































































・ Quick Response クイック・リスポンス 単語，フレーズ，短い文を聞いて瞬時に反対の
言語を口にする（語彙力増強，即時性の訓練）・Fluent Reading / フルーエント・リーディ
ング : プロソディーにも気を配りつつ，内容を理解し，意味のチャンク（かたまり）を
意識して音読。黙読や口だけ動かし，頭の中で声を出す気持ちで読む
・ Overlapping / オーバーラッピング : 文章や，動画のサブタイトル（字幕）を見ながら，
英語音声を聞き，発音・抑揚などをシンクロしての音読
・ Prosody プロソディ ・ーシャドーイング : オリジナル音源の抑揚・発音などプロソディー
を忠実に再現
・ Contents コンテンツ・シャドーイング : 意味・内容の理解に重きを置いたシャドーイ
ング
・ Slash Reading　スラッシュ・リーディング : 英文テクストに /  //　（主部が長い場合
は 動詞の前にV を入れることも）を入れて文を意味のチャンクで区切りながら速読する。






以下は，AIIC 国際会議通訳者協会主催の TOT（Training Of Trainers）は，通訳訓













・ Public Speaking/ パブリックスピーキング（準備時間あり）日本語，英語でのスピー
チ（滑舌，抑揚，声量，顔上げ）
・ Public Speaking（準備時間無し）考えたり準備する時間を与えずに，与えられたトピッ




・ Visual Training あまり予備知識のない画像を見ながら，その詳細についてのスピーチ
を英語で聞き，再現する。
・ Summarizing サマリー パッセージの内容を，要約通訳またはオリジナル言語で要約する
















・ Sight Translation / サイト・トランスレーション = サイトラ : Slash Reading が訳出
はせずに速読を目的としたのに比べて，サイトトランスレーション（通称「サイトラ」）
は意味の区切りごとに文頭から英語の語順で訳していく。単なる文頭からの頭ごなし訳 







・ Sight Translation は動詞のリテンション（記憶保持）や，態を変える，品詞を変える
ことで，スムーズな訳出ができる。
・ Segment Listening ⇒ interpreting 区切り聞き⇒リテンション（記憶短期として保持），



























































逐次通訳の場合，草柳（1998）の計算によれば，一日の会議で，A4 換算原稿用紙では 90 枚，
通訳者 2人体勢なので，一人当たり，A4 サイズ用紙，20 枚× 3時間つまり，60 枚になる。
英日通訳の場合も同様で，400 文字換算 90 枚となる。翻訳者の場合，一日 8 時間かけて
訳しても早い人で，20 ～ 30。それに比べて逐次通訳者は 3倍以上訳していることになる。
日英も 1 時間 400 字詰め原稿用紙 25 枚の発話を訳す。3 時間で日本語 75 枚，それを英訳
すると A4 サイズ 25 行で 90 枚となる。
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